

































が提案された。複数の RFID アンテナにより、複数地点において RF タグの読取率を測
定する。次に、RF タグの位置と読取率との関係をモデル化するための数理モデルとし
てニューラルネットワークが用られた。運用試験により、提案方法による位置推定精
度が作業分析に利用できる精度に達していることが示された。 
以上のように、本論文は労働集約型作業における生産性の計画と実績に差をもたら
す原因を俯瞰し、学術的に波及効果の大きい課題を解決するための方法を提案してい
る。そして、適用例により提案方法の有効性が検証されており、実用性の観点からも
工学的に高い価値が認められ、経営工学分野の研究に対する貢献も大きいものと判断
される。従って、本論文は博士（工学）の学位を授与するに十分な価値があるものと認
められる。 
 
（最終試験の結果） 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い、学内外の
複数の教員による質疑応答を行った。また、論文審査委員により本論文及び関連分野
に関する試問を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても
十分な学力があるものと認め、合格と判定した。 
 
 
